










 

研究目的 

 Ⅰ 母乳の匂を,新生児・乳児は知覚しているか。 

 Ⅱ 母乳の匂の本態は何か。 

 Ⅲ 母乳の匂は，母子相互関係に，どのような役割りを持つか。 

 本研究の目的は,上記の三項に約集されることになる。母乳の匂,そして児のそれに対す

る反応に関しての研究は,これまで極めて少い。動物における,匂の生殖行動学的意義は,

昆虫における誘引物質フェロモンや,鮭の母川回帰現象,あるいはマウスの組織適合遺伝子

による個体臭の新知見などを,引用するまでもなく,非常に広く研究されている。匂や味の

ような,系統発生的に最も古い化学感覚の情報伝達系の,生殖行動に及ぼす影響は，遺伝・

免疫の領域にも関連しつつ,嗅覚による個体識別能力は,遺伝的基盤すなわち遺伝子や遺伝

子座のレベルにおいて,識別が制御されている事実も指摘され,急速に知見が広まっている。 

匂の研究のこのような発展的段階に直面し,母乳の匂について,母子相互関係という,行動

学的立場に立って,研究を進めることは,大きな意義があると考へられる。 

 従来この領域においては,Macfarlane の先駆的業績が,すでによく知られている。即ち彼

は新生児が,未使用の breast pad と,使用済のそれとを判別する能力をもっており,そして

生後一週間になると,母親の breast pad と,他人のそれとを判別しうるようになることを,

指摘した。(Macfarlane,J.A“Olfaction in the Development of Sooial Preferences in the 

Human Neonate"Parent-Infant Interaction.CIBA Foundation Sympsium.№33.1975)しかし

新生児が嗅覚で判別しているのは,母乳の匂なのか,それとも母親の体臭なのか,彼の研究

では,明らかにされてはいない。 

 彼の研究は,着想といゝ,成果といゝ,まことに優れたものであったが,研究方法に難点が

あった。それは breat pad を児の顔面に接触させていることである。対照として同重量の

水を含ませたpadを,用意しているのであるが,彼の実験を追試して見ると,padが顔に接触

すると,被検児が泣きはじめたり,頭を振りはじめたりすることが判ったので,顔の皮膚に

pad が触れないような方法で,同様な実験を追試したいと考へた。また彼の被検児は新生児

であったので,1 ヶ月の乳児を対象として,同様な実験を試みたいと考へたのである。この



実験は研究目的Ⅰに属する。 

 さて我々は経験的に,人乳は特有な匂をもっていることを知っており,それは「乳臭さ」

とも表現されることがある。しかしその匂なり臭さというものの本体が,何であるかという

ことは,これ迄研究の対象となってはいないようである。勿論粉乳の匂は研究されたことは

あるが,罐中の粉乳の head space の揮発成分の研究で,食品工学的発想からで,例へば加熱

処理が,含硫化合物に如何なる変化を与へ,匂の変化を来したかというような視点からの研

究であった。 

 前回の研究班の報告では,人乳を空気とともに,閉鎖系内に 37℃に維持し,その head 

Space を分析した。人乳の体温揮発成分の検出は,吸着カラムによる濃縮についで,ガスク

ロマトグラフィーによる分析を行った。それと並行して,濃縮を行わずに,大気圧イオン化

質量分析法 atomospheric pressure ionization mass spectrometry APIMS で検索した。

これまで ethanol,aceton,ammonia,acetaldehyde などが検出同定されたが,今もって「乳臭

さ」に特に関連すると考えられる fraction に相遇していなかった。しかしこの検索で

は,(+)イオンを検索してきたので,今回は(-)イオンを検索することにした。これは研究目

的Ⅱに属するものである。 


